
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
要
綱

第
一

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正

一

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
創
設
及
び
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
手
数
料

１

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
受
検
資
格
と
し
て
必
要
な
実
務
経
験
と
認
め
ら
れ
る
業
務
を
、
建
築
士
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
構
造
設
計
の
業
務
等
と
す
る
こ
と
。（

第
八
条
の
四
関
係
）

２

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
建
築
士
の
設
計
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
構
造
計
算
基
準
又
は
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

及
び
経
験
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
ほ
か
、
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
実
施
方
法
等
を
定
め
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
第
八
条
の
五
関
係
）

３

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
受
検
手
数
料
を
三
万
四
千
円
と
し
、
受
検
手
数
料
を
納
付
し
た
者
が
検
定
を
受

け
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
返
還
し
な
い
こ
と
等
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
条
の
六
関
係
）



４

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
手
数
料
を
一
万
二
千
円
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
九
関
係
）

５

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
等

１

特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
を
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と

い
う
。
）
第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
っ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号

イ
に
規
定
す
る
方
法
若
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
又
は
同
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の

に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
条
の
二
関
係
）

２

確
認
審
査
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
を
、
令
第
八
十
一
条
第

二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
っ
て
確

か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
条
の
三
関
係
）

三

別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分

法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
を
、
建
築
物
の
二
以
上



の
部
分
が
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
そ
の
他
の
相
互
に
応
力
を
伝
え
な
い
構
造
方
法
の
み
で
接
し
て
い
る
場
合
に

お
け
る
当
該
建
築
物
の
部
分
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
の
四
関
係
）

四

大
規
模
の
建
築
物
の
壁
等
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準

壁
等
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
九
条
の
五
関
係
）

１

通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
（
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ
て
火
災
が
継
続

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
時
間
を
い
う
。
以
下
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ

る
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
防
火
上
支
障
が

な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
。

３

通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ

の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

通
常
の
火
災
に
よ
る
当
該
壁
等
以
外
の
建
築
物
の
部
分
の
倒
壊
に
よ
っ
て
生
ず
る
応
力
が
伝
え
ら
れ
た
場
合
に
、
倒



壊
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
、
当
該
壁
等
で
区
画
さ
れ
た
部
分
（
当
該
壁
等
の
部
分
を
除
く
。
）
か
ら
屋
外
に
出
た
火

炎
に
よ
る
当
該
壁
等
で
区
画
さ
れ
た
他
の
部
分
（
当
該
壁
等
の
部
分
を
除
く
。
）
へ
の
延
焼
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

五

特
殊
建
築
物
の
主
要
構
造
部
及
び
防
火
設
備
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
等

１

主
要
構
造
部
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（

第
百
十
条
関
係
）

イ

通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
特
定
避
難
時
間
（
特
殊
建
築
物
の
構
造
、
建
築

設
備
及
び
用
途
に
応
じ
て
当
該
特
殊
建
築
物
に
存
す
る
者
の
全
て
が
当
該
特
殊
建
築
物
か
ら
地
上
ま
で
の
避
難
を
終

了
す
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
を
い
う
。
）
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

当
該
加
熱
面
以
外
の
面
の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(2)

屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(3)



ロ

令
第
百
七
条
各
号
又
は
令
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

２

延
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
外
壁
の
開
口
部
を
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
十
条
の
二
関
係
）

イ

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
で
あ
る
も
の
（
法
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物

の
外
壁
の
開
口
部
を
除
く
。
）

ロ

他
の
外
壁
の
開
口
部
か
ら
通
常
の
火
災
時
に
お
け
る
火
炎
が
到
達
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

３

特
殊
建
築
物
の
防
火
設
備
の
遮
炎
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
、
防
火
設
備
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え

ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
火
炎
を
出
さ

な
い
も
の
で
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
十
条
の
三
関
係
）

八

建
築
物
の
移
転
に
係
る
規
制
の
見
直
し

既
存
不
適
格
建
築
物
の
ま
ま
移
転
が
で
き
る
範
囲
を
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
三
十
七
条
の
十
六
関
係
）



１

移
転
が
同
一
敷
地
内
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

移
転
が
交
通
上
、
安
全
上
、
防
火
上
、
避
難
上
、
衛
生
上
及
び
市
街
地
の
環
境
の
保
全
上
支
障
が
な
い
と
特
定
行
政

庁
が
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

関
係
政
令
の
一
部
改
正

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
施
行
令
そ
の
他
の
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三

そ
の
他

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


